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海水魚の浸透圧調節
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➢ 海水魚・淡水魚とも血液の浸透圧(塩分濃度)は海水の約1/3に保たれている

➢ 海水魚では外から塩類が流入し、血液浸透圧が高くなる傾向にある

➢ 海水魚は鰓の塩類細胞からNa+・Cl-を排出し、血液浸透圧を海水より低く保つ

海水魚の塩類細胞
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魚の鰓の構造と塩類細胞の分布

鰓弁の構造鰓表面に見られる塩類細胞の開口部

鰓の模式図
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血液 細胞（筋肉）
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海水魚の鰓の塩類細胞はNa+とCl-を排出する

環境水（海水）と体内のNa+/Cl-バランス 塩類細胞のNa+/Cl-輸送モデル
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海水魚の鰓の塩類細胞はCl-を排出する
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沈殿（黒） 沈殿（黒）+塩類細胞（赤）

20 mm

走査電顕像 カリウムの元素分析 走査電顕像+カリウム
20 mm

テトラフェニルホウ酸ナトリウム

海水魚の鰓の塩類細胞はK+を排出する
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エラに存在するK+輸送体のうち、ROMKがK+濃度変化に応答する



ROMKは塩類細胞の開口部に局在し、K+を排出する

赤: ROMK （カリウム輸送体）

緑: Na+/K+-ATPase (塩類細胞)

20 mm 10 mm

横から見た図人工海水 高Ｋ+人工海水
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ROMKに対する阻害実験を行うと、
エラからのK+排出が見られなくなった



血液 細胞（筋肉）
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海水魚の鰓の塩類細胞はK+を排出する

環境水（海水）と体内のK+バランス
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海水魚の鰓の塩類細胞はCs+やRb+も排出する

Cs+
セシウム

Rb+
ルビジウム

形成された沈殿 塩類細胞

鰓にCs+/Rb+を注入した後、テトラフェニルホウ酸で沈殿を形成
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海水魚の鰓の塩類細胞はCs+やRb+も排出する

Cs+Rb+

セシウムルビジウム

カリウムカリウム
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血液 細胞（筋肉）
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海水魚の鰓の塩類細胞はCs+やRb+も排出する
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環境水（海水）と体内のCs+/Rb+/K+バランス 塩類細胞のCs+/Rb+/K+輸送モデル
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ま と め

➢海水魚の鰓の塩類細胞からカリウム (K+)が排出される
ことを示し、その分子メカニズムを解明しました

➢セシウム(Cs+)とルビジウム(Rb+)がK+排出経路を介して
塩類細胞から排出されることを明らかにしました

➢海水魚の鰓からCs+が能動的に排出されることが世界

で初めて証明され、本成果は魚体内におけるセシウム
の動態の全容解明につながるものと期待されます
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